
原発をなくす会の県との意見交換（２０１２．５．１） 

新エネ－塚本課長、上岡補佐、担当チーフ 危機管理－酒井課長 

なくす会－外京、山崎、徳弘、土居、田村、松尾 

○ 新エネ推進課 

① 知事のイメージとしての安全協定は、事故後の情報提供にある。 

② 再稼働については、現時点で見えないところがあり、判断できない。国の安全指針が示さ

れ、地元愛媛がどう考えるかと言うことを踏まえ、高知県として判断する。 

③ 電力需要と再稼働は連動しないと考えている。大飯関係自治体の動向や経済影響も見極め

たい。 

※ 事後の上岡補佐とのやりとりでは、「課長の答えたことだけで十分と考えておらず、再稼働

に対する高知県の考え方を 6月議会まではまとめないといけないと考えている。」とのことで

あり、「それが一定まとまってじてんでまた話し合いをしてほしい」と言ってある。 

○ 危機管理防災課 

① 10 月の地域防災計画見直しと併行して、原発事故時の行動計画を作成することとしている。

（50 キロ圏内を想定）四国電力には、そのための情報提供･協力を要請してある。SPEEDI

の情報も必要であり、文科省へ要望としてあげる。モニタリング箇所の増も必要と考えて

いる。 

② 伊方原発の事故情報については、いわゆる愛媛方式によるＡランク情報は高知にも提供さ

れている。Ａランク情報というのは相当細かな事故情報である。 

③ 再稼働についての高知県のスタンスが確立されていないことは、確かであり、新エネには

自分からもそのことは言ってある。 


